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術中動作解析により得られた関節可動域に応じた新規人工関節デバイスを開発することで、良好
な機能予後が獲得可能なインプラントを開発すること。 

１．術後伸展可動域を評価するのに最も適した撮像方法であることが明らかとなった。 

２．大腿骨コンポーネントの4㎜前方移動であれば、膝蓋大腿関節圧を上昇させずに膝伸展可動
域を増大させることが可能であることが明らかとなった。 

今回の研究により、大腿骨コンポーネントの4㎜前方移動であれば、膝蓋大腿関節圧を上昇させず
に膝伸展可動域を増大させることが可能であることが明らかとなった。本研究成果を基盤として、
深屈曲＋伸展可動域の両立を目指す新たなデザインコンセプトの人工関節の開発に取り組んでい
く予定である。 

図表・グラフ・写真・ポンチ絵・フロー図： 

「人工膝関節置換術における関節可動域を改善可能な可変型インサートの開発」 
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【図1】伸展可動域レントゲン撮像方法 【図２】脛骨インサートを前方にシフトしたトライアル 【図4】脛骨前方シフトと膝
蓋大腿関節圧との関係 


